
50年前の阿久根は
港に船が、市場に野菜・魚が、街に子どもが
あふれんばかりでした。議会は、人口が減って
もそれに見合う幸せな街づくりを、市民の皆様
と共に目指します。

（写真は50年前、昭和44年の市報から）

二次元コード

左の二次元コードをス
マートフォンなどで読み
取ると市議会のホーム
ページにリンクします。
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30
年
度
一
般
会
計

29
年
度
決
算

専
決
処
分

請
　
願

人
　
事

阿
久
根
大
島
　
こ
じ
か
　
阿
久
根
駅

指
定
管
理 

４
月
か
ら
３
社
に

１月臨時議会

議
員
定
数
等
調
査
特
別
委

員
会
は
、
１
議
席
減
の
15
議

席
が
妥
当
と
す
る
こ
と
を
決

し
、
１
月
に
開
催
さ
れ
た
臨

時
議
会
で
、
議
員
定
数
に
関

す
る
条
例
の
改
正
を
審
議
、

可
決
し
ま
し
た
。
本
年
４
月

の
市
議
会
議
員
選
挙
か
ら
適

用
さ
れ
ま
す
。

（
６
・
７
・
10
頁
参
照
）

一
般
会
計
予
算
は
、
小
中

学
校
に
空
調
設
備
を
整
備
す

る
た
め
の
費
用
な
ど
約
２
億

４
０
０
０
万
円
を
補
正
追
加

し
、
１
２
６
億
４
７
０
６
万

円
と
し
ま
し
た
。

９
月
本
会
議
に
上
程
さ
れ
、

決
算
特
別
委
員
会
に
付
託
、

閉
会
中
に
審
査
し
て
い
た
平

成
29
年
度
の
一
般
会
計
、
国

民
保
険
ほ
か
各
種
特
別
会

計
、
お
よ
び
水
道
事
業
会
計

の
認
定
に
関
す
る
議
案
は
、

委
員
長
報
告
の
後
、
本
定
例

会
で
認
定
し
ま
し
た
。（
９

頁
参
照
）

（
歳
出
決
算
額
）

・
一
般
会
計

１
２
６
億
９
１
５
９
万
円

・
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

38
億
８
３
２
１
万
円

・
簡
易
水
道

４
億
１
８
３
０
万
円

市
道
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
の
ペ

ン
キ
塗
装
時
に
車
両
汚
損
が

あ
っ
た
と
し
て
、
市
が
車
両

所
有
者
に
59
万
円
余
を
損
害

賠
償
す
る
専
決
処
分
が
報
告

さ
れ
ま
し
た
。

市
に
よ
る
「
障
が
い
者
青

年
学
級
」
開
設
を
求
め
る
請

願
は
付
託
さ
れ
た
総
務
文
教

委
員
会
で
、
提
案
者
を
参
考

人
と
し
て
意
見
を
聴
取
し
、

閉
会
中
の
継
続
審
査
と
し
ま

し
た
。

２
月
16
日
で
そ
れ
ぞ
れ
任

期
満
了
と
な
る
教
育
委
員
の

西
園
敦
子
氏
（
潟
）
と
公
平

委
員
の
中
野
浩
治
氏（
波
留
）

が
再
任
さ
れ
ま
し
た
。

平
成
31
年
４
月
１
日
を
始

期
と
し
、「
に
ぎ
わ
い
交
流

館
阿
久
根
駅
」
は
株
式
会
社

あ
く
ね
や
、「
市
子
ど
も
発

達
支
援
セ
ン
タ
ー
こ
じ
か
」

は
社
会
福
祉
法
人
青
陵
会
、

「
阿
久
根
大
島
公
園
」
は
株

式
会
社
日
本
水
泳
振
興
会
を

指
定
管
理
者
と
し
て
指
定
し

ま
し
た
。

市
議
会
議
員
定
数

市
有
３
施
設

指
定
管
理
者
を
選
定

・
交
通
災
害
共
済
特
別
会
計

４
６
７
万
円

・
介
護
保
険
特
別
会
計

29
億
４
３
２
３
万
円

・
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会

計
３
億
２
５
７
４
万
円

・
水
道
事
業
会
計
（
収
益
）

３
億
５
１
１
１
万
円

16名から15名への議員定数削減を決めた臨時議会

市 議 会 　議 員 定 数

１ 名 減 15 名、４ 月 選 挙 か ら
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住
民
投
票
条
例

地
方
自
治
体
に
お
い
て
住

民
の
う
ち
一
定
の
資
格
を
持

つ
人
の
投
票
に
よ
り
、
意
思

決
定
を
行
う
条
例
。
結
果
に

つ
い
て
は
、「
首
長
、
議
会

は
住
民
投
票
の
結
果
を
最
大

限
尊
重
す
る
」
な
ど
の
文
言

し
か
記
さ
れ
て
い
な
い
場
合

も
多
く
、
拘
束
力
を
伴
わ
な

い
場
合
が
あ
る
。

問
責
決
議

首
長
や
議
員
の
不
適
当
な

発
言
や
言
動
に
対
し
、
ふ
さ

わ
し
く
な
い
、
責
任
を
問
う

必
要
が
あ
る
と
議
会
が
判
断

し
た
場
合
に
提
出
さ
れ
る
。

過
半
数
で
可
決
さ
れ
る
が
法

的
拘
束
力
は
な
い
。

指
定
管
理
者
制
度

地
方
自
治
体
が
所
有
す
る

公
の
施
設
に
つ
い
て
、管
理
、

運
営
を
民
間
事
業
会
社
を
含

む
法
人
や
そ
の
他
の
団
体
に

委
託
す
る
こ
と
が
で
き
る
制

度
。
民
間
等
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を

導
入
す
る
こ
と
で
効
率
化
を

目
指
す
。

行
政･

議
会
の
基
礎
知
識

11/12月定例会

継
続
稼
働
の
賛
否
に
加
え
、

政
府
が
原
則
運
転
期
間
と
し

た
40
年
（
６
年
後
）
以
降
の

稼
働
賛
否
を
問
う
こ
と
を
含

む
、
議
員
発
議
の
原
発
住
民

投
票
条
例
案
を
、
賛
成
少
数

で
否
決
し
ま
し
た
。「
九
電

が
稼
働
の
意
向
を
示
し
て
い

な
い
時
点
で
は
時
期
尚
早
」

「
条
例
の
文
案
が
不
十
分
」

な
ど
が
反
対
理
由
で
す
。

（
４
頁
参
照
）

竹
原
信
一
議
員
へ
の
問
責

決
議
は
、
６
回
の
懲
罰
な
ど

不
適
切
な
言
動
や
、本
会
議
・

委
員
会
・
議
員
派
遣
等
の
欠

席
の
多
さ
、
ガ
ー
ド
レ
ー
ル

へ
の
落
書
き
、
議
員
報
酬
に

関
し
市
民
へ
の
誤
解
を
招
き

か
ね
な
い
発
言
、
議
場
の
写

真
ネ
ッ
ト
投
稿
等
を
理
由
に
、

賛
成
多
数
で
可
決
し
ま
し
た
。

（
４
・
５
頁
参
照
）

竹
原
信
一
議
員
が
12
月
16

日
、
市
長
選
挙
に
立
候
補
し

た
こ
と
に
よ
り
、
同
日
付
け

で
議
員
を
自
動
失
職
し
ま
し

た
。
こ
の
結
果
、
現
在
議
会

は
１
名
欠
員
の
15
名
で
運
営

さ
れ
て
い
ま
す
。

川
内
原
発
稼
働
の
是
非

住
民
投
票
条
例
案

賛
成
少
数
で
否
決

竹
原
信
一
議
員

問
責
決
議
案
を
可
決

竹
原
信
一
議
員

自
動
失
職
で
１
名
欠
員

全国でも住民投票について議論がなされている

竹原信一議員問責決議の対象の一つとされた

ガードレールへの落書き

原 発 住 民 投 票 案 を 否 決

竹原信一議員　問責決議は　可決
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過
去
６
回
の
懲
罰
は
よ
く

わ
か
ら
な
い
話
だ
。

本
会
議
の
欠
席
は
届
け
を

し
て
お
り
、
ル
ー
ル
を
守
っ

て
い
な
い
と
い
う
の
は
お
か

し
い
。
頻
度
が
著
し
い
と
は

思
わ
な
い
。
一
身
上
の
都
合

も
あ
る
し
、
忘
れ
て
出
て
こ

な
い
こ
と
も
よ
く
あ
る
。

所
管
事
務
調
査
は
旅
行
だ

と
印
象
を
持
っ
て
い
る
。
十

分
前
調
べ
を
し
て
、
必
要
な

人
が
行
け
ば
い
い
。

ガ
ー
ド
レ
ー
ル
は
、
ぼ
ろ

ぼ
ろ
に
し
て
し
ま
う
。
市
が

や
っ
て
い
な
い
こ
と
が
問
題
。

市
議
会
の
議
員
は
減
ら
さ

ず
、
報
酬
を
上
げ
る
。
視
察

旅
行
は
公
費
を
使
う
。
旅
行

と
い
う
言
葉
に
偏
見
が
あ
る
。

市
長
時
代
、
日
当
制
専
決

処
分
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず

自
分
が
供
託
を
し
な
い
こ
と

を
、
問
責
の
理
由
に
す
る
の

は
お
か
し
い
。

議
場
内
の
写
真
を
撮
っ
た

の
は
休
憩
時
間
だ
っ
た
。

議
場
内
で
、
議
員
に
詐
欺

師
だ
と
言
っ
た
の
は
、
う
そ

を
言
っ
た
か
ら
。

竹
原
議
員
が
常
々
口
に
さ

れ
る「
議
会
は
行
政
の
チ
ェッ

ク
機
能
を
果
た
さ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
、
市
民
に
寄
り
添

わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と

い
う
信
念
に
は
敬
意
を
表
し

た
い
。
が
、
そ
の
言
葉
と
裏

腹
に
、
法
律
や
議
会
の
ル
ー

ル
を
守
ら
な
い
姿
勢
、
議
会

秩
序
を
乱
し
、
同
僚
議
員
や

行
政
職
員
の
人
格
を
侮
辱
す

る
言
動
は
、
先
の
崇
高
な
理

念
と
の
ギ
ャ
ッ
プ
が
尋
常
な

ら
ざ
る
も
の
で
、
市
長
も
務

め
た
政
治
家
と
し
て
の
自
覚

を
著
し
く
欠
く
行
動
が
次

（
問
責
決
議
１
〜
８
：
次
頁
）

の
と
お
り
、
散
見
さ
れ
た
。

議
員
は
、
法
令
順
守
や
資

質
向
上
に
努
め
、
子
供
た
ち

を
含
む
市
民
の
代
表
と
し
て

ふ
さ
わ
し
い
政
務
活
動
を
求

め
ら
れ
る
が
、
竹
原
議
員
の

言
動
は
こ
れ
ら
に
背
く
も
の
。

任
期
中
の
総
括
と
し
て
最

終
の
３
月
議
会
に
当
問
責
決

議
を
提
案
す
る
考
え
も
、
同

議
員
の
12
月
の
自
動
失
職
に

よ
り
３
月
議
会
で
在
籍
し
て

い
な
い
可
能
性
が
あ
り
、
今

本
会
議
に
提
案
し
た
。

竹
原
信
一
議
員
弁
明
要
旨

白
石
純
一
議
員
提
案
理
由
要
旨

渡
辺
久
治
議
員
提
案
理
由
要
旨

竹原信一議員に対する問責決議案
提出者を白石純一議員、賛成者を野畑直、大田重男、濵田洋一、濵﨑國治、

濵之上大成、仮屋園一徳、岩﨑健二、渡辺久治、西田数市の各議員として提出され、
賛成12、反対１で可決されました。（決議文 次ページ）

原発住民投票条例案
提出者を渡辺久治議員、賛成者を西田数市議員

として提出され、賛成５、反対10で否決されました。

稼
働
に
際
し
て
は
、
周
辺
自

治
体
の
認
識
と
い
う
も
の
を

問
わ
れ
る
機
会
が
、
今
後
ま

す
ま
す
増
え
て
く
る
と
思
わ

る
。
阿
久
根
市
は
、
川
内
原

発
か
ら
30
㎞
圏
内
に
ほ
と
ん

ど
の
地
域
が
入
る
。
福
島
県

浪
江
町
の
例
か
ら
し
て
も
、

川
内
原
発
に
事
故
が
あ
っ
た

場
合
、
被
災
す
る
可
能
性
を

否
定
す
る
訳
に
は
い
か
な

い
。周
辺
自
治
体
と
し
て
の
、

認
識
を
問
わ
れ
た
時
に
、
そ

の
根
本
と
な
る
判
断
材
料
と

は
何
だ
ろ
う
か
。
住
民
の
民

意
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
住

民
投
票
の
過
程
を
通
す
か
通

さ
な
い
か
で
は
、
自
治
体
と

し
て
の
立
ち
位
置
の
安
定
度

は
天
地
の
差
が
あ
る
。
何
で

も
か
ん
で
も
住
民
投
票
を
せ

よ
、
と
は
言
わ
な
い
が
、
こ

の
こ
と
に
関
し
て
は
、
住
民

の
意
思
を
確
認
し
て
お
く
べ

き
と
考
え
る
。
阿
久
根
市
が

原
発
周
辺
自
治
体
と
し
て
、

そ
の
権
利
と
責
任
を
自
覚
し

た
揺
る
ぎ
な
い
態
度
を
確
保

し
、
住
民
の
尊
厳
を
守
る
た

め
に
、本
条
例
を
提
案
す
る
。

先
日
、
福
島
の
原
発
事
故

被
災
地
を
視
察
し
た
。
事
故

か
ら
７
年
半
余
り
、
政
府
の

発
表
等
で
は
、「
復
興
」
が

着
実
に
進
ん
で
い
る
か
の
よ

う
な
報
道
等
が
な
さ
れ
て
い

る
が
、
現
実
は
そ
う
で
は
な

い
。
原
発
か
ら
30
㎞
以
上
離

れ
て
い
て
も
、
ほ
ぼ
全
域
が

放
射
線
に
汚
染
さ
れ
た
浪
江

町
で
は
、
い
ま
だ
に
除
染
作

業
に
よ
り
発
生
し
た
放
射
性

物
質
を
満
載
し
た
多
く
の
ダ

ン
プ
カ
ー
が
ひ
っ
き
り
な
し

に
往
来
す
る
の
を
目
の
当
た

り
に
し
た
。
県
内
各
地
の
被

災
地
の
い
た
る
所
に
放
射
線

に
よ
る
「
帰
還
困
難
区
域
」

を
示
す
、
た
て
看
板
等
が
見

ら
れ
る
。
人
々
の
心
は
、
あ

る
意
味
で
は
被
災
し
た
当
時

以
上
に
、
す
さ
ん
で
い
る
と

言
っ
て
過
言
で
は
な
い
。
最

近
で
は
、
東
海
第
２
原
発
の

再
稼
働
を
巡
り
、
東
海
村
と

周
辺
５
市
の
首
長
は
、
周
辺

６
市
村
の
内
、
一
自
治
体
で

も
事
前
に
了
解
し
な
け
れ

ば
、
同
原
発
の
再
稼
働
に
は

進
ま
な
い
と
の
認
識
で
一
致

し
た
。
こ
の
よ
う
に
原
発
の

議
員
提
案 
２
議
案
は
…

－4－阿久根市議会だより　平成31年２月15日発行



竹原信一議員に対する問責決議

（前文：提案理由－４ページ－と要旨重複のため省略）

竹原信一議員に対し、阿久根市議会及び市議会議
員に対する市民の信頼を著しく失墜させた責任を問
うとともに、市民の代表者として強い責任感を認識
することを求め、問責する。

記

１．本会議中、不適切な言動により計６回の懲罰を
受けた。

２．本会議を、体調不良や親族の冠婚葬祭などのや
むを得ない理由以外での欠席、また直前の議会
事務局へのメール送信など把握困難かつ一方的
な連絡のみで会議規則に定める議長への事前の
届け出を怠る欠席など、計３回、いずれも議案
が上程される重要な本会議初日に欠席し、議長
の出席要請にも従わなかった。また、委員会も
計３回欠席しており、これらの本会議、委員会
欠席の頻度は他議員に比べ著しく高い。

３．議会の議員派遣、常任委員会の委員派遣に多く
の議員がほとんど応じているなか、その50％近
くを欠席、議員派遣の行事、委員会の行政視察
や研修に基づく審議に支障をきたしている。ま
た欠席には無断欠席もあり、社会通念上許され
るものではない。加えて、これらの議員・委員
派遣を行楽と印象づけるような表現で非難し、
市民に、議員・委員派遣に対し誤解を招く発言
を行っている。

４．市の公共物であるガードレールに錆止めと称し
必要以上のペンキ塗布を行い、市の道路行政を
阻害しているほか、ガードレールに個人的な
メッセージを落書きし、また同ガードレールに
同僚議員の本会議での発言の一部のみを本人の
同意なく恣意的に引用した張り紙をするなど、
器物損壊、軽犯罪法違反、名誉棄損にも問われ
かねない行動をしながら、自らの違法行為を行
政に責任転嫁する発言を議会他で繰り返してい
る。さらに、上述の委員会派遣による所管事務
調査を欠席した日にガードレールへのペンキ塗
布を行っていたとされる。加えて、ペンキ塗布
したガードレールの原状回復を求める市の２回
の通知にも従っていない。

５．「議員報酬が上がり続けている」との発言を報
道機関のインタビュー等で行っているが、日当
制導入期間および平成25年10月から27年３月ま
での期間を除き、議員報酬月額は、日当制導入
以前の平成11年から変わっておらず、政府人事
院勧告に従い一時金の料率で、日当制廃止後の
７年間では年間0.35カ月の増額があるが、同期
間、平成23年から調査直近の平成29年の鹿児島
の消費者物価指数の上昇率が3.8％であるのに
対し、一時金を加えた議員報酬年額の上昇率は
2.3％と物価変動を下回っており実質報酬は下
がっているとも言えることから、上がり続けて
いるとの発言は誇大であり、市民に誤解を与え
かねない。

６．自らの市長時代に議員の日当制を専決処分で導
入したにも関わらず、自身が議員になってから
の今任期中、日当制を一切主張することなく、
従来の報酬制度に基づく報酬を、供託等行わず
満額受領している。

７．禁止されている、議場内の同僚議員個人の写真
撮影を行い、ネット上に掲載した。

８．議場内外で、政策、議会運営にかかわる議員同
士の意見交換時等に他議員を、公衆の面前で不
穏得な言葉で罵倒すること等があり、名誉棄損
にも繋がり得るものである。

以上
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ア
メ
リ
カ
や
我
が
国
の
中

枢
は
、
開
発
の
段
階
で
、
原

子
力
発
電
所
が
一
旦
事
故
を

起
こ
せ
ば
、
日
本
の
国
家
予

算
を
超
え
る
よ
う
な
被
害
が

出
る
こ
と
を
認
識
し
て
い
た

こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い

る
。
つ
ま
り
、
チ
ェ
ル
ノ
ブ

イ
リ
や
福
島
の
よ
う
な
事
故

は
想
定
内
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

国
は
、福
島
の
事
故
の
後
も
、

次
々
と
原
発
の
再
稼
働
を
目

指
し
て
い
る
。
今
の
国
の
エ

ネ
ル
ギ
ー
政
策
は
、
ま
る
で

自
殺
願
望
の
よ
う
に
し
か
見

え
な
い
。
狭
い
日
本
の
ど
こ

か
で
、
あ
の
よ
う
の
事
故
が

も
う
１
回
起
き
て
し
ま
っ
た

ら
、
日
本
は
も
う
立
ち
直
れ

な
い
と
思
う
。
阿
久
根
は
、

川
内
原
発
か
ら
ほ
と
ん
ど
の

地
域
が
、30
㎞
圏
内
に
入
る
。

「
私
達
は
ど
の
よ
う
な
世
界

に
住
み
た
い
の
か
」
阿
久
根

か
ら
世
界
へ
情
報
発
信
し
よ

う
で
は
な
い
か
。
そ
の
た
め

の
第
１
歩
が
「
住
民
投
票
条

例
」
で
あ
る
。

議
員
各
位
の
ご
賛
同
を
お

願
い
す
る
。

賛
成

渡
辺
久
治
議
員

原
発
住
民
投
票
条
例

私
は
議
員
に
な
る
前
か
ら
、

行
政
は
住
民
の
意
見
を
聞
い

て
か
じ
取
り
を
し
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
っ
て

い
た
。
議
員
に
な
っ
て
最
初

の
定
例
会
に
２
番
議
員
か
ら

今
回
と
同
趣
旨
の
住
民
投
票

条
例
を
提
案
す
る
か
ら
、
賛

同
議
員
に
な
っ
て
も
ら
え
な

い
か
頼
ま
れ
た
。
私
は
川
内

原
発
の
稼
働
に
は
反
対
の
立

場
で
は
な
い
が
、
こ
う
い
う

大
切
な
こ
と
は
住
民
の
方
の

意
見
を
聞
く
こ
と
が
大
切
だ

と
考
え
賛
同
し
た
。
そ
し
て

今
回
の
議
案
第
54
号
に
も
同

様
な
立
場
で
賛
同
す
る
も
の

で
あ
る
。

私
の
政
治
理
念
は
、
百
の

論
議
よ
り
も
一
つ
の
行
動
で

あ
る
。
そ
の
理
念
の
下
、
こ

れ
ま
で
３
年
半
、
理
屈
よ
り

も
行
動
あ
る
の
み
で
や
っ
て

き
た
。
今
の
う
ち
か
ら
住
民

の
皆
さ
ん
の
民
意
を
知
っ
て

お
く
こ
と
が
、
隣
接
自
治
体

と
し
て
大
切
な
こ
と
だ
。

私
は
こ
の
住
民
投
票
条
例

案
で
十
分
実
効
性
が
あ
り
、

住
民
の
皆
さ
ん
の
民
意
を
く

み
取
る
こ
と
が
で
き
る
と
思

う
。
賛
同
を
お
願
い
す
る
。

討
論
と
は

議
会
の
会
議
に
お
い

て
採
決
の
前
に
、
議
題

と
な
っ
て
い
る
案
件
に

対
し
賛
成
か
反
対
か
の

自
己
意
見
を
表
明

す
る
こ
と
。

単
に
自
己
の
賛

否
の
意
見
を
明
ら

か
に
す
る
だ
け
で
な
く
、

意
見
の
異
な
る
相
手
を

自
己
の
意
見
に
同
調
さ

せ
よ
う
と
努
め
る
こ
と

に
そ
の
意
義
が
あ
る
。

（
地
方
議
会
運
営
辞
典
抜
粋
）

討　　論
議案　に

Ｏ　Ｒ
賛
　
成

賛
成

西
田
数
市
議
員

３
年
前
、
稼
働
中
の
原
発

へ
の
賛
否
は
、
地
域
の
経
済

活
動
に
多
大
な
イ
ン
パ
ク
ト

が
避
け
ら
れ
ず
、
現
実
的
に

は
難
し
い
と
判
断
し
た
。

今
回
は
、
稼
働
へ
の
賛
否

に
加
え
、
運
転
40
年
以
降
の

稼
働
へ
の
意
思
表
示
が
設
け

ら
れ
た
こ
と
を
評
価
す
る
。

条
例
案
と
し
て
の
不
備
を
指

摘
さ
れ
た
が
、不
足
部
分
は
、

賛
成

白
石
純
一
議
員

条
例
実
施
の
た
め
の
規
則
で

補
う
こ
と
も
不
可
能
で
は
な

い
。
川
内
原
発
の
運
転
開
始

か
ら
40
年
後
ま
で
６
年
な
い

し
７
年
と
い
う
期
間
は
、
そ

こ
で
廃
炉
が
選
択
さ
れ
る
の

で
あ
れ
ば
、
代
替
エ
ネ
ル

ギ
ー
へ
の
切
り
替
え
、
原
発

依
存
の
産
業
か
ら
の
シ
フ
ト

に
備
え
る
た
め
、
一
刻
も
早

く
動
き
出
さ
な
け
れ
ば
間
に

合
わ
な
い
。
運
転
40
年
を
間

も
な
く
迎
え
る
原
発
の
そ
の

後
に
つ
い
て
も
市
民
の
考
え

を
問
う
こ
と
は
早
す
ぎ
ず
、

遅
き
に
失
す
る
こ
と
な
き
よ

う
迅
速
な
行
動
が
求
め
ら
れ

る
。今

回
の
竹
原
信
一
議
員

賛
成

野
畑　
直
議
員

竹
原
信
一
議
員
へ
の
問
責
決
議

の
「
議
員
報
酬
は
上
が
り
続

け
て
い
る
」
と
の
発
言
に
つ

い
て
は
事
実
と
異
な
る
。
私

た
ち
は
、
竹
原
前
市
長
の
専

決
処
分
で
８
カ
月
間
日
当
制

で
の
議
員
報
酬
を
強
い
ら

れ
、
期
末
手
当
も
支
給
さ
れ

な
か
っ
た
。
ま
た
、
１
年
半

以
上
に
わ
た
り
議
員
報
酬
を

10
％
削
減
し
た
こ
と
も
あ
る
。

竹
原
議
員
は
、
市
長
選
挙

に
出
馬
の
意
向
で
あ
る
が
、

い
ま
だ
に
議
員
の
ま
ま
で
あ

る
。「
議
員
報
酬
は
上
が
り

続
け
て
い
る
」
と
言
い
な
が

ら
期
末
手
当
を
全
額
受
け
取

り
、
報
酬
を
貰
う
こ
と
の
で

き
る
最
後
の
日
ま
で
辞
職
し

な
い
考
え
で
あ
る
。
ま
た
、

竹
原
議
員
は
、
こ
れ
ま
で
議

会
や
委
員
会
を
自
己
都
合
で

欠
席
し
て
市
道
の
ガ
ー
ド

レ
ー
ル
を
勝
手
に
塗
装
し
、

そ
の
事
が
一
因
と
な
り
市
に

は
60
万
円
近
い
損
害
賠
償
も

発
生
し
た
。

議
員
は
市
民
を
代
表
し
て

議
会
業
務
を
最
優
先
す
べ
き

と
思
う
が
、
竹
原
議
員
は
私

用
を
優
先
し
て
い
る
例
が

多
々
見
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の

言
動
は
議
員
と
し
て
決
し
て

許
さ
れ
る
も
の
で
は
な
い
。

市
の
人
口
規
模
等
か
ら
一

定
の
定
数
が
必
要
だ
と
の
考

え
も
あ
る
一
方
で
、
財
政
健

全
化
の
た
め
に
議
会
が
身
を

切
る
覚
悟
も
必
要
と
の
考
え

に
賛
成
す
る
。そ
し
て
１
、２

名
減
じ
て
も
議
会
の
機
能
は

損
な
わ
れ
な
い
と
感
じ
る
。

そ
こ
で
何
名
が
適
正
か
。

全
国
の
1.5
〜
2.5
万
人
の
41
市

の
そ
れ
ぞ
れ
の
人
口
、面
積
、

人
口
密
度
、
標
準
財
政
規
模

と
議
員
定
数
と
の
間
に
相
関

関
係
が
あ
る
か
、
統
計
の
手

法
で
分
析
し
た
と
こ
ろ
前
３

項
目
と
議
員
定
数
に
強
い
相

関
関
係
は
見
受
け
ら
れ
な
い

が
、
標
準
財
政
規
模
と
定
数

の
間
に
は
信
頼
し
う
る
相
関

関
係
が
見
ら
れ
た
。

行
政
の
規
模
を
示
す
標

準
財
政
規
模
と
、
そ
れ
を

チ
ェ
ッ
ク
す
る
議
員
の
定
数

に
相
関
関
係
が
あ
る
こ
と
は

納
得
で
き
る
も
の
だ
。

そ
の
公
式
に
阿
久
根
市
の

標
準
財
政
規
模
を
当
て
は
め

る
と
、
14
・
９
人
と
い
う
数

値
に
な
る
。こ
の
分
析
よ
り
、

現
状
よ
り
１
減
の
議
員
定
数

賛
成

白
石
純
一
議
員

議
員
定
数
等
の
条
例
改
正
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私
は
民
意
を
問
う
た
め
の

住
民
投
票
は
、
民
意
を
把
握

す
る
制
度
と
し
て
あ
る
面
で

は
必
要
な
こ
と
も
あ
り
、
否

定
す
る
も
の
で
は
な
い
。

し
か
し
、
こ
の
住
民
投
票

条
例
に
は
多
く
の
疑
義
が
あ

り
、
ま
た
欠
陥
が
あ
り
、
到

底
賛
成
で
き
る
内
容
で
は
な

い
。
ま
し
て
や
、
現
在
の
九

州
電
力
か
ら
川
内
原
発
の
継

続
稼
働
を
行
い
た
い
旨
の
明

確
な
表
明
が
な
い
中
、ま
た
、

原
発
立
地
市
の
薩
摩
川
内
市

や
県
の
考
え
も
明
ら
か
で
な

い
中
で
は
、
必
要
性
に
乏
し

い
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

今
の
市
議
会
に
必
要
な
こ

と
は
、
九
州
電
力
が
現
在
稼

働
中
の
川
内
原
発
の
情
報
公

開
を
積
極
的
に
行
い
、
安
全

対
策
の
徹
底
し
た
稼
働
と
事

故
の
起
き
な
い
よ
う
な
安
全

運
転
を
強
く
求
め
る
こ
と
で

あ
り
、
信
頼
さ
れ
る
原
子
力

発
電
対
策
や
安
心
・
安
全
な

電
力
の
安
定
供
給
な
ど
、
市

民
生
活
の
安
心
・
安
全
を
守

る
こ
と
だ
と
思
う
。

議
員
の
皆
さ
ん
方
の
御
賛

同
を
お
願
い
す
る
。

反
対

濵
﨑
國
治
議
員

今
回
の
特
別
委
員
会
の
流

れ
、
私
に
は
一
部
住
民
の
極

端
な
意
見
に
迎
合
し
て
、
ほ

と
ん
ど
議
論
を
交
わ
す
こ
と

な
く
、
早
急
に
結
論
を
出
し

た
よ
う
に
思
え
て
な
ら
な
い
。

議
員
定
数
は
、
市
議
会
に

と
っ
て
極
め
て
大
切
で
あ
る
。

こ
れ
は
、
議
員
の
任
期
を
１

年
以
上
残
し
た
時
期
に
結
論

を
出
す
く
ら
い
の
余
裕
を

も
っ
て
、
こ
れ
ま
た
１
年
く

ら
い
の
時
間
を
か
け
て
、
委

員
会
構
成
な
ど
も
論
議
し
、

無
作
為
の
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト

な
ど
も
実
施
し
た
上
で
、
決

め
る
べ
き
だ
と
思
う
。
結
果

と
し
て
は
、
今
回
と
同
じ
よ

う
な
結
論
が
出
る
か
も
し
れ

な
い
。
し
か
し
、
そ
の
よ
う

な
過
程
を
通
す
か
通
さ
な
い

か
で
は
、
議
会
の
自
立
性
と

い
う
観
点
か
ら
は
雲
泥
の
差

が
あ
る
と
思
う
。
そ
う
い
う

訳
で
、
こ
れ
は
、
次
回
の
市

議
会
改
選
後
の
早
い
時
期
に
、

特
別
委
員
会
等
を
立
上
げ
、

調
査
・
議
論
を
尽
く
し
た
上

で
結
論
を
出
し
て
い
く
べ
き

と
考
え
る
。

反
対

渡
辺
久
治
議
員

こ
の
提
案
は
、
原
発
の
稼

働
に
対
し
て
市
民
の
意
思
を

明
ら
か
に
す
る
と
い
う
点
で
、

阿
久
根
市
は
同
意
権
も
な
く

市
民
の
意
見
を
明
ら
か
に
で

き
ず
に
来
た
中
で
私
は
こ
の

条
例
の
趣
旨
に
賛
同
の
考
え

を
持
っ
て
い
た
。
し
か
し
、

こ
の
ま
ま
の
条
例
の
内
容
で

は
住
民
投
票
す
る
こ
と
は
で

き
な
い
と
考
え
る
。

原
発
運
転
期
間
延
長
の
申

し
出
は
40
年
が
経
過
す
る
日

の
１
年
３
カ
月
前
か
ら
の
３

カ
月
の
間
に
電
力
会
社
が
申

し
出
を
す
る
必
要
が
あ
る
こ

と
か
ら
、
住
民
投
票
は
来
年

度
以
降
単
独
で
行
う
、
ま
た

は
、
４
年
先
の
選
挙
と
同
時

に
行
う
よ
う
提
案
さ
れ
る
こ

と
。
そ
し
て
そ
の
前
に
市
民

の
知
識
を
高
め
て
判
断
で
き

反
対

竹
原
恵
美
議
員

る
状
況
を
つ
く
る
こ
と
。
加

え
て
、
阿
久
根
市
が
東
海
第

２
原
発
周
辺
自
治
体
と
同
じ

よ
う
に
原
発
の
稼
働
と
延
長

運
転
に
対
す
る
同
意
権
を
含

ん
だ
新
し
い
安
全
協
定
を
結

ぶ
こ
と
を
提
案
し
て
、
こ
の

条
例
に
反
対
す
る
。

阿
久
根
市
役
所
は
人
件
費

や
身
の
丈
を
超
え
る
ぜ
い
た

く
な
建
造
物
に
税
金
を
浪
費

し
て
い
る
。
増
税
し
て
市
民

生
活
を
圧
迫
し
て
き
て
い
る
。

４
年
前
に
は
お
れ
ん
じ
鉄
道

は
阿
久
根
駅
の
契
約
を
一
方

的
に
破
棄
し
、
半
年
で
撤
退

し
た
。
反
省
が
で
き
て
い
な

い
。
社
会
的
な
生
産
性
を
上

げ
ら
れ
な
い
よ
う
な
事
業
は

失
敗
だ
と
、
も
う
気
づ
い
て

も
ら
い
た
い
。
西
平
市
長
に

悪
意
が
あ
る
と
は
言
わ
な
い

が
、
経
営
能
力
が
な
く
、
成

り
行
き
任
せ
だ
。
失
敗
の
取

り
繕
い
に
さ
ら
な
る
浪
費
を

す
る
始
末
。に
も
関
わ
ら
ず
、

市
民
に
は
増
税
し
て
自
分
の

報
酬
は
上
げ
て
き
た
。
反
省

を
知
ら
な
い
の
で
、
役
所
は

傲
慢
に
な
っ
て
市
民
は
自
身

を
失
っ
て
い
る
。
市
長
や
議

員
は
経
営
的
セ
ン
ス
を
持
っ

て
い
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。

み
ん
な
で
渡
る
か
ら
怖
く
な

い
、
こ
う
い
う
状
態
に
陥
っ

て
し
ま
う
役
所
の
監
視
役
が

で
き
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。

当
決
算
は
認
定
に
値
し
な
い
。

反
対

竹
原
信
一
議
員

Ｈ
29
年
度
一
般
会
計
決
算

討
論
と
は

議
会
の
会
議
に
お
い

て
採
決
の
前
に
、
議
題

と
な
っ
て
い
る
案
件
に

対
し
賛
成
か
反
対
か
の

自
己
意
見
を
表
明

す
る
こ
と
。

単
に
自
己
の
賛

否
の
意
見
を
明
ら

か
に
す
る
だ
け
で
な
く
、

意
見
の
異
な
る
相
手
を

自
己
の
意
見
に
同
調
さ

せ
よ
う
と
努
め
る
こ
と

に
そ
の
意
義
が
あ
る
。

（
地
方
議
会
運
営
辞
典
抜
粋
）

討　　論
議案　に

Ｏ　Ｒ
反
　
対

15
人
に
賛
成
す
る
。
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平成30年第４回定例会　議案・審議・議決結果
議
案
等
番
号

内容

議員名（議席番号順）
議
決
結
果

白
石
　
純
一

渡
辺
　
久
治

濵
田
　
洋
一

西
田
　
数
市

竹
原
　
信
一

仮
屋
園
一
徳

竹
原
　
恵
美

中
面
　
幸
人

大
田
　
重
男

濵
﨑
　
國
治

牟
田
　
　
学

岩
﨑
　
健
二

濵
之
上
大
成

山
田
　
　
勝

野
畑
　
　
直

木
下
　
孝
行

認１
平成29年度阿久根市歳入歳出決算認
定（一般会計）

◇ ◇ ◇ ◇ ◆ ◇ ◇ ◇ ◇ ◇ ◇ ◇ ◇ ◇ ◇ － 認 定

認２
平成29年度阿久根市歳入歳出決算認
定（国民健康保険特別会計）

＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ － 認 定

認３
平成29年度阿久根市歳入歳出決算認
定（簡易水道特別会計）

＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ － 認 定

認４
平成29年度阿久根市歳入歳出決算認
定（交通災害共済特別会計）

＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ － 認 定

認５
平成29年度阿久根市歳入歳出決算認
定（介護保険特別会計）

＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ － 認 定

認６
平成29年度阿久根市歳入歳出決算認
定（後期高齢者医療特別会計）

＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ － 認 定

認７
平成29年度阿久根市水道事業会計の
決算の認定

＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ － 認 定

報10 議会の委任による専決処分の報告 － － － － － － － － － － － － － － － －（報告）

報11
専決処分の承認（平成30年度阿久根
市一般会計補正予算（第３号））

＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ － 承 認

議46 教育委員会の委員の任命 ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ － 同 意
議47 公平委員会の委員の選任 ◇ ◇ ◇ ◇ ◆ ◇ ◇ ◇ ◇ ◇ ◇ ◇ ◇ ◇ ◇ － 同 意

議48
にぎわい交流館阿久根駅の指定管理
者の指定

◇ ◇ ◇ ◇ ◆ ◇ ◇ ◇ ◇ ◇ ◇ ◇ ◇ ◇ ◇ － 可 決

議49
阿久根市子ども発達支援センターこ
じかの指定管理者の指定

＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ － 可 決

議50 阿久根大島公園の指定管理者の指定 ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ － 可 決

議51

阿久根市地方活力向上地域における
固定資産税の不均一課税に関する条
例の一部を改正する条例の制定

＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ － 可 決

議52
平成30年度阿久根市一般会計補正予
算（第４号）

＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ － 可 決

議53
平成30年度阿久根市介護保険特別会
計補正予算（第１号）

＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ － 可 決

議54

川内原子力発電所１・２号機の継続
稼働に関し阿久根市民の民意を問う
住民投票条例の制定

◇ ◇ ◆ ◇ ◇ ◆ ◆ ◇ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ － 否 決

決３ 竹原信一議員に対する問責決議 ◇ ◇ ◇ ◇ － ◇ － ◆ ◇ ◇ ◇ ◇ ◇ ◇ ◇ － 可 決
請願第１号 阿久根市による「障がい
者青年学級」開設に関する請願書に
ついて閉会中の継続審査を求める件

＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ － 決 定

【表の見方】　認：認定　報：報告　議：議案　決：決議　＊：全会一致　◇：賛成　◆：反対　－：表決権なし
○木下孝行議員は議長職のため特別多数議決以外の議案については、表決（賛成、反対の意思表示）権はありません。
○決議第３号については、本人及び親族である議員は参与できないため表決権はありません。

平成31年第１回臨時会　議案・審議・議決結果
議
案
等
番
号

内容

議員名（議席番号順）
議
決
結
果

白
石
　
純
一

渡
辺
　
久
治

濵
田
　
洋
一

西
田
　
数
市

仮
屋
園
一
徳

竹
原
　
恵
美

中
面
　
幸
人

大
田
　
重
男

濵
﨑
　
國
治

牟
田
　
　
学

岩
﨑
　
健
二

濵
之
上
大
成

山
田
　
　
勝

野
畑
　
　
直

木
下
　
孝
行

議１
阿久根市議会議員定数条例及び阿久
根市議会委員会条例の一部を改正す
る条例の制定

◇ ◆ ◇ ◇ ◇ ◇ ◇ ◇ ◇ ◇ ◇ ◇ ◇ ◇ － 可 決

【表の見方】　議：議案　◇：賛成　◆：反対　－：表決権なし
○木下孝行議員は議長職のため特別多数議決以外の議案については、表決（賛成、反対の意思表示）権はありません。
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※
委
員
会
と
本
会
議
の
審
査

結
果
は
異
な
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。

平
成
29
年
度
決
算
に
つ
い

て
、
10
月
２
日
か
ら
10
月
５

日
ま
で
の
４
日
間
、
市
長
と

所
管
課
へ
の
質
疑
を
行
い
ま

し
た
。そ
の
後
討
論
を
行
い
、

一
般
会
計
は
そ
れ
ぞ
れ
１
名

の
反
対
討
論
と
賛
成
討
論
が

あ
り
ま
し
た
が
採
決
の
結

果
、
賛
成
多
数
で
認
定
す
べ

き
も
の
と
決
し
ま
し
た
。
国

民
健
康
保
険
・
簡
易
水
道
・

交
通
災
害
共
済
・
介
護
保
険
・

後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計

と
、
水
道
事
業
会
計
に
つ
い

て
は
全
委
員
の
一
致
を
も
っ

て
認
定
す
べ
き
も
の
と
決
し

ま
し
た
。

主
な
質
疑
と
答
弁

有
害
鳥
獣
捕
獲
事
業

委
員
　
補
助
金
等
の
不
正
受

給
が
判
明
し
た
。
補
助
事
業

の
内
容
等
を
再
検
討
す
る
必

要
が
あ
る
が
、
い
つ
ま
で
に

結
論
を
出
す
の
か
。

課
長　

事
業
で
廃
止
で
き
る

も
の
は
廃
止
す
る
。
支
払
い

先
は
一
般
社
団
法
人
い
か
く

ら
で
は
な
く
、
個
人
に
支
払

え
る
も
の
は
個
人
に
支
払
う
。

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
、
30
年
度

事
業
か
ら
と
考
え
て
い
る
。

ふ
る
さ
と
納
税

委
員
　
前
年
度
に
比
べ
る
と

３
分
の
１
ぐ
ら
い
に
な
っ
て

い
る
。
総
務
省
の
通
達
で
、

返
礼
品
が
５
割
か
ら
３
割
に

減
っ
た
の
が
原
因
か
。

課
長　

返
礼
品
の
返
礼
率
を

11
月
か
ら
３
割
に
し
た
。
少

額
の
寄
附
が
増
え
た
こ
と
も

あ
る
が
私
ど
も
の
努
力
不
足

と
反
省
し
て
い
る
。

映
画
「
か
ぞ
く
い
ろ
」

委
員
　
試
写
会
が
11

月
23

日

に
予
定
さ
れ
て
い
る
。
市
民

と
市
在
勤
・
在
学
者
も
対
象

だ
が
、
市
民
を
優
先
す
る
こ

と
は
一
切
な
い
の
か
。

課
長　

応
募
さ
れ
た
方
を
機

械
的
に
抽
選
す
る
形
に
な
る

と
考
え
て
い
る
。

ボ
ン
タ
ン
ロ
ー
ド
レ
ー
ス

委
員
　
大
会
の
フ
ァ
ミ
リ
ー

参
加
費
が
５
、
６
千
円
に
な

る
。
参
加
賞
は
１
つ
に
し
て

参
加
料
金
を
下
げ
た
ほ
う
が

い
い
と
い
う
声
も
聞
く
が
。

課
長　

実
行
委
員
会
に
諮
り
、

フ
ァ
ミ
リ
ー
で
、
大
人
が
２

人
以
上
参
加
さ
れ
る
場
合
は
、

大
人
の
２
人
目
は
千
円
値
引

き
す
る
こ
と
に
決
ま
っ
た
。

認　　定

賛成多数

Ｈ29年度
一般会計決算

市
長
へ
の
総
括
質
疑

寺
島
宗
則
邸

委
員
　
寺
島
宗
則
邸
の
再
建

に
つ
い
て
は
、
ふ
る
さ
と
納

税
で
全
て
賄
う
と
い
う
こ
と

で
は
な
か
っ
た
の
か
。

課
長　

企
業
版
ふ
る
さ
と
納

税
を
活
用
す
る
と
考
え
て
い

た
が
、
大
変
厳
し
い
状
況
で

あ
る
。
県
の
地
域
振
興
推
進

事
業
や
魅
力
あ
る
観
光
地
づ

く
り
事
業
の
要
望
を
考
え
て

い
る
。
寄
附
金
の
目
標
額
が

達
成
で
き
な
い
場
合
は
、
事

業
の
見
直
し
を
前
提
と
し
、

必
要
な
部
分
に
つ
い
て
は
地

方
債
の
活
用
や
基
金
の
活
用

も
考
え
る
必
要
が
あ
る
と

思
っ
て
い
る
。 改修前の寺島宗則邸

決
算
特
別
委
員
長
報
告野

畑
　
直
委
員
長

総
務
文
教
委
員
長
報
告

大
田
　
重
男
委
員
長

原案可決

全会一致

否　　決

賛成少数

阿久根市地方活力向上
地域における固定資産税の
不均一課税に関する条例改正

川内原発継続稼働に関し
市民の民意を問う
住民投票条例

主
な
質
疑
と
答
弁

委
員
　
市
に
は
こ
の
条
例
に

該
当
す
る
よ
う
な
施
設
は
な

い
と
の
こ
と
だ
が
、
ど
ん
な

事
業
所
が
該
当
す
る
の
か
。

課
長　

市
内
の
一
定
の
区
域

で
本
社
機
能
を
拡
充
す
る
よ

う
な
場
合
に
対
象
と
な
る
。

主
な
質
疑
と
答
弁

委
員
　
提
案
者
は
公
費
節
約

の
た
め
県
議
・
市
議
選
等
と

併
用
で
住
民
投
票
を
行
い
た

い
旨
の
話
を
さ
れ
た
が
、
純

粋
に
住
民
投
票
だ
け
を
行
っ

た
ほ
う
が
本
当
の
真
意
を
問

う
数
が
確
実
に
分
か
る
と
思

う
が
。

提
案
者　

私
が
言
っ
た
の

は
、
単
独
で
や
れ
ば
７
４
０

万
円
か
か
り
、
一
緒
に
行
う

と
１
５
０
万
円
か
か
る
と
い

う
差
で
あ
り
、
い
ろ
ん
な
市

民
か
ら
節
約
で
き
る
の
で
は

な
い
か
と
い
う
意
見
も
あ
る

の
を
考
え
て
提
案
理
由
で

言
っ
た
も
の
で
、
こ
の
条
例

自
体
で
縛
っ
て
い
る
わ
け
で

は
な
い
。

委
員
　
九
州
電
力
が
明
確
に

何
年
継
続
な
ど
の
発
表
を
し

た
と
き
に
条
例
を
出
し
た
ほ

う
が
市
民
に
も
わ
か
り
や
す

い
と
思
う
が
。

提
案
者　

事
故
は
待
っ
て
は

く
れ
な
い
。
常
日
頃
か
ら
住

民
の
意
向
を
聞
く
べ
き
だ
。
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議
員
定
数
等
に
つ
い
て
、

９
月
25
日
の
本
会
議
で
当
委

員
会
に
付
託
さ
れ
て
以
降
、

計
５
回
の
委
員
会
を
開
催

し
、
審
議
し
て
き
ま
し
た
。

12
月
26
日
の
委
員
会
で

は
、
議
員
定
数
に
つ
い
て
そ

れ
ぞ
れ
の
委
員
か
ら
意
見
を

出
し
て
も
ら
い
、
討
議
、
討

論
の
後
、
採
決
を
行
っ
た
結

果
、
賛
成
多
数
で
削
減
す
べ

き
も
の
と
決
定
し
ま
し
た
。

さ
ら
に
何
名
削
減
す
る
か

に
つ
い
て
討
論
を
行
い
採
決

し
た
結
果
、
１
名
削
減
す
べ

き
と
の
結
論
に
至
り
ま
し
た
。

こ
の
ほ
か
、
議
員
定
数
の

減
に
伴
う
委
員
会
構
成
に
つ

い
て
は
、
産
業
厚
生
委
員
会

を
８
名
か
ら
７
名
に
改
正
を

行
う
べ
き
と
決
し
ま
し
た
。

現
状
維
持

・
も
う
少
し
時
間
も
か
け
て

議
論
す
べ
き
。現
状
維
持
。

・
あ
る
程
度
の
議
員
数
が
必

要
。
現
状
維
持
。

・
現
時
点
で
の
協
議
は
パ
フ

ォ
ー
マ
ン
ス
。現
状
維
持
。

・
あ
ま
り
に
急
で
議
論
が
足

り
な
い
。
現
状
維
持
。

１
名
減

・
標
準
財
政
規
模
と
の
相
関

関
係
か
ら
15
名
を
提
案
。

・
多
く
の
削
減
は
避
け
る
べ

き
。１
名
減
を
主
張
す
る
。

・
区
の
役
員
会
等
で
意
見
を

聞
い
た
。１
減
の
15
名
で
。

２
名
減

・
定
数
２
減
で
も
運
営
は
可

能
。
表
決
に
も
向
く
。

・
定
数
２
減
し
て
も
十
分
議

論
等
は
な
さ
れ
る
。

・
削
減
す
る
時
期
に
来
て
い

る
と
思
う
。
２
名
減
。

・
現
状
維
持
で
は
住
民
が
納

得
し
な
い
。
14
名
で
。

減
だ
が
減
数
不
提
案

・
財
政
状
況
等
の
似
た
と
こ

ろ
に
合
わ
せ
減
に
す
べ
き
。

議
員
定
数
等
調
査
特
別
委
員
長
報
告

岩
﨑
　
健
二
委
員
長

委
員
か
ら
の
主
な
意
見

他
市
議
会
の
状
況
に
関
す

る
資
料
、
区
長
を
対
象
と

し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を

参
考
に

市会議員選挙（４月）を前に～　有権者も知っておきたい　政治家の禁止事項　～
１　政治家からの寄附禁止

選挙の有無にかかわらず、政治家が選挙区内の人に寄附を行うことは、
名義のいかんを問わず特定の場合を除いて一切禁止されています。有権者
が求めてもいけません。冠婚葬祭における贈答なども寄附になるので注意
してください。

２「時候の挨拶・当選御礼

の挨拶」にも制限が！

政治家が選挙区内にある
者に年賀状や暑中見舞い状
等の時候の挨拶を出すのは
「答礼のための自筆による
もの」以外は禁止されてい
ます。
また、当選に関し、有権

者に挨拶する目的をもっ
て、戸別訪問すること、文
書図画を頒布または掲示す
ること、広告すること、当
選祝賀会その他の集会を開
催すること等も禁止されて
います。

総務省ホームページ／選挙制度研究会
「地方選挙の手引き」より

※政治家本人が結婚披露宴、葬式等に
自ら出席してその場で行う場合は、
罰則が適用されない場合があります。

阿
久
根
市
議
会
有
志
15
名

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ

は
、
使
用
済
み
イ
ン
ク
・
ト

ナ
ー
カ
ー
ト
リ
ッ
ジ
を
集
め

て
学
校
に
贈
る
活
動
を
行
っ

て
い
ま
す
。

イ
ン
ク
カ
ー
ト
リ
ッ
ジ
は

１
つ
で
５
円
相
当
、
ト
ナ
ー

カ
ー
ト
リ
ッ
ジ
は
50
円
相
当

の
学
校
機
材
購
入
費
に
な
り

ま
す
。

12
月
、
千
円
分
の
イ
ン
ク

カ
ー
ト
リ
ッ
ジ
を
阿
久
根
中

学
校
に
お
届
け
し
ま
し
た
。

捨
て
れ
ば
ゴ
ミ
、
生
か
せ

ば
教
育
費
に
生
ま
れ
変
わ
り

ま
す
。
市
役
所
１
階
相
談
窓

口
に
回
収
箱
を
設
置
し
て
い

ま
す
。
皆
様
の
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

使
用
済
み
イ
ン
ク
・
ト

ナ
ー
カ
ー
ト
リ
ッ
ジ
を

集
め
て
教
育
費
を
贈
ろ

う
！
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渡
辺
　
寺
島
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

の
発
起
人
で
も
あ
る
三
反
園

知
事
が
旧
家
を
訪
問
さ
れ
た
。

知
事
の
意
気
込
み
は
。

市
長　

松
木
家
当
主
か
ら
話

を
聞
き
理
解
を
深
め
ら
れ
た
。

今
後
の
県
補
助
事
業
等
活
用

に
向
け
て
、
県
に
対
し
て
要

望
活
動
を
進
め
て
行
く
。

渡
辺
　
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
寄
附

額
に
係
わ
ら
ず
、
こ
の
歴
史

的
価
値
は
計
り
知
れ
な
い
。

一 般 質 問

平
成
30
年
第
４
回
定
例
会
で
は
、
８
名

の
議
員
が
一
般
質
問
を
行
い
ま
し
た
。

【
質
問
者
】　　
　
　

（
質
問
順
）

①
　
渡
辺
　
久
治
　
議
員

②
　
西
田
　
数
市
　
議
員

③
　
白
石
　
純
一
　
議
員

④
　
大
田
　
重
男
　
議
員

⑤
　
竹
原
　
信
一
　
議
員

⑥
　
竹
原
　
恵
美
　
議
員

⑦
　
山
田
　
　
勝
　
議
員

⑧
　
仮
屋
園
一
徳
　
議
員

掲
載
内
容
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
議
員
が

行
っ
た
一
般
質
問
の
主
な
項
目
に
つ
い
て
の
質
問

と
答
弁
の
要
旨
で
あ
り
、
質
問
者
が
ま
と
め
、
広

報
広
聴
委
員
会
が
編
集
し
た
も
の
で
す
。

各議員が市政を問う

一
般
質
問
動
画
の
視
聴
に
つ
い
て

議
員
写
真
の
左
下
に
あ
る
二
次
元
コ
ー
ド
を
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
等
で
読
み
取
る
と
各
議
員
の
一
般

質
問
を
Ｙ
ｏ
ｕ 

Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
で
視
聴
で
き
ま
す
。

視
聴
の
際
は
デ
ー
タ
通
信
料
が
発
生
す
る
場
合

が
あ
り
ま
す
の
で
御
了
承
下
さ
い
。

答周知方法として十分有りうる

問寺島宗則
ポスターの活用は

動画視聴

⬅ 渡辺　久治　議員

補
完
的
な
財
源
の
歳
出
も
や

む
を
得
な
い
の
で
は
。

市
長　

寄
附
金
が
目
標
額
に

達
し
な
い
場
合
、
事
業
の
優

先
順
位
を
決
め
必
要
な
部
分

に
つ
い
て
は
地
方
債
や
基
金

の
活
用
も
考
え
る
。

渡
辺
　
市
民
の
方
々
は
寺
島

宗
則
に
つ
い
て
ま
だ
ま
だ
関

心
が
薄
い
。
彼
自
身
に
興
味

を
持
っ
て
も
ら
う
た
め
に
、

こ
の
（
右
写
真
）
よ
う
な
類

の
ポ
ス
タ
ー
を
市
内
の
要
所

要
所
に
掲
示
し
て
み
た
ら
。

市
長　

ポ
ス
タ
ー
の
掲
示
は

周
知
方
法
の
一
つ
と
し
て
十

分
考
え
ら
れ
る
。
デ
ザ
イ
ン

に
つ
い
て
は
色
々
な
意
見
を

聞
き
な
が
ら
決
定
す
る
。

浄
化
槽
補
助
制
度
に
つ
い
て

渡
辺
　
単
独
浄
化
槽
の
撤
去

は
面
倒
で
困
難
な
工
事
だ
。

汚
水
処
理
人
口
比
率
を
上
げ

る
た
め
に
、
単
独
浄
化
槽
か

ら
合
併
浄
化
槽
へ
の
上
乗
せ

補
助
金
を
現
行
の
倍
程
度
に

増
額
を
提
案
す
る
が
如
何
。

市
長　

現
在
、
国
及
び
県
が

単
独
浄
化
槽
か
ら
合
併
浄
化

槽
へ
の
転
換
を
促
進
す
る
た

め
の
施
策
を
打
ち
出
す
予
定

と
聞
い
て
い
る
。
ま
ず
、
そ

の
動
向
を
注
視
し
て
い
く
。

渡
辺
　
住
民
の
皆
さ
ん
が
利

用
し
た
く
な
る
よ
う
な
制
度

の
見
直
し
を
お
願
い
す
る
。 私が提案したポスター案
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白
石
　
宿
舎
選
定
で
は
、
市

内
業
者
を
正
当
に
扱
わ
ず
、

失
格
者
を
不
当
優
遇
で
は
。

市
長　

市
内
業
者
を
正
当
に

扱
わ
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
。

白
石
　
Ｈ
Ｋ
Ｒ
の
計
画
は
。

財
政
課
長　

期
待
し
た
が
、

提
出
さ
れ
な
か
っ
た
。

白
石
　（
公
募
規
定
の
）書
類

審
査
の
結
果
は
通
知
し
た
か
。

優
先
交
渉
権
者
の
選
定
は
。

財
政
課
長　

書
類
審
査
は
し

西
田
　
不
登
校
児
童
・
生
徒

が
26

人
い
る
が
、
居
場
所
づ

く
り
事
業
の
利
用
者
が
１
名

と
少
な
い
。
問
題
は
。

福
祉
課
長　

様
々
な
要
因
が

考
え
ら
れ
る
が
、
学
校
か
ら

の
意
見
で
は
、
出
席
日
数
に

含
め
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
利

用
者
も
増
え
る
の
で
は
な
い

か
と
の
こ
と
で
あ
る
。

西
田
　
出
席
日
数
に
で
き
る

よ
う
対
応
が
必
要
と
思
う
が
。

答想定外
夢あるウェルネス＊を

答出席扱いにできれば
利用増に

問宿舎選定
失格者 不当優遇では

問不登校　居場所作り事業
問題は

動画視聴

⬅

動画視聴

⬅

白石　純一　議員

西田　数市　議員

な
か
っ
た
。
優
先
交
渉
権
者

は
存
在
し
な
い
と
の
扱
い
だ
。

白
石
　
業
者
に
結
果
は
。

財
政
課
長　

選
定
結
果
は
応

募
業
者
に
通
知
し
て
い
な
い
。

白
石
　
真
摯
に
応
募
の
市
民

業
者
に
感
謝
も
結
果
も
伝
え

ず
、
ふ
さ
わ
し
い
行
政
か
。

市
長　

や
む
を
え
な
い
。

白
石
　
Ｈ
Ｋ
Ｒ
は
書
類
未
提

出
、
要
件
無
視
し
プ
レ
ゼ
ン

さ
せ
る
も
具
体
の
提
案
は
な

い
。
失
格
者
が
未
提
出
だ
か

ら
同
じ
条
件
に
と
、
提
出
者

の
提
案
書
は
委
員
に
配
ら
ず
。

市
民
に
規
則
を
守
ら
せ
る
行

政
自
ら
が
ル
ー
ル
を
守
っ
て

い
な
い
。問
題
で
は
な
い
か
。

副
市
長　

想
定
外
だ
っ
た
。

教
育
長　

出
席
扱
い
に
で
き

る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
は
検

討
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

災
害
時
の
二
次
避
難
所
を

西
田
　
乳
幼
児
、
障
が
い
者

等
の
支
援
、ま
た
単
身
女
性
、

母
子
世
帯
の
性
被
害
を
防
ぐ

た
め
避
難
施
設
を
振
り
分
け

る
必
要
が
あ
る
と
思
う
が
。

市
長　

要
配
慮
者
な
ど
の
多

様
な
意
見
を
取
り
入
れ
た
ス

ペ
ー
ス
の
割
り
振
り
、
避
難

者
等
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
振

り
分
け
が
想
定
さ
れ
、
多
様

な
避
難
所
の
確
保
に
努
め
る
。

西
田
　
ペ
ッ
ト
受
け
入
れ
可

能
な
避
難
所
の
設
定
は
。

夢
あ
る
ウ
ェ
ル
ネ
ス
と
い
う

ト
レ
ン
ド
を
捉
え
た
業
者
と

汗
を
か
く
方
が
市
の
た
め
だ
。

白
石
　
Ｈ
Ｋ
Ｒ
の
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
は
実
際
に
観
た
か
。

市
長　

観
た
所
は
な
い
。

白
石
　
私
は
バ
ン
コ
ク
の
ホ

テ
ル
と
香
港
の
開
発
を
訪
ね

た
が
、
後
者
は
空
港
・
デ
ィ

ズ
ニ
ー
至
近
で
、
他
も
実
績

は
大
都
市
。
地
方
観
光
開
発

実
績
な
い
会
社
と
協
定
な
ぜ
。

市
長　

会
社
か
ら
の
話
で
開

発
の
知
見
持
つ
と
判
断
し
た
。

そ
の
他
の
質
問

・
情
報
公
開
条
例
を
市
が
遵

守
せ
ず
、杜
撰
過
ぎ
な
い
か
。

・
交
流
セ
ン
タ
ー
は
、市
民
・

市
外
業
者
同
料
金
で
よ
い
か
。

市
長　

ペ
ッ
ト
と
の
同
行
避

難
所
の
開
設
に
つ
い
て
も
検

討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

い
か
く
ら
　
事
業
執
行
は

西
田
　
い
か
く
ら
阿
久
根
の

30

年
度
事
業
執
行
は
ど
の
よ

う
に
考
え
て
い
る
か
。

市
長　

団
体
の
適
正
な
運
営

が
実
施
さ
れ
る
こ
と
を
確
認

し
た
後
に
、
事
業
の
執
行
を

行
っ
て
い
き
た
い
。

西
田
　
い
か
く
ら
阿
久
根
の

会
員
大
会
で
、弁
護
士
２
名
、

ガ
ー
ド
マ
ン
２
名
。
何
の
た

め
に
依
頼
さ
れ
た
の
か
、
市

は
知
っ
て
い
る
か
。

市
長　

承
知
し
て
い
な
い
。

大都市、香港のＨＫＲ社富裕層向け住宅開

発は国際空港やディズニーランドに至近。

阿久根の参考になるだろうか。

不登校児童・生徒の居場所

となっている施設

＊ウェルネス：より積極的に健康を目指し発展させる
生活行動
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大
田
　
現
在
中
学
１
年
生
が
、

ま
た
来
年
４
月
か
ら
大
川
小

学
校
を
卒
業
す
る
子
供
た
ち

が
阿
久
根
中
学
校
に
通
学
す

る
わ
け
だ
が
、
今
現
在
、
保

護
者
の
方
々
が
通
学
の
た
め

の
送
迎
に
苦
労
さ
れ
て
い
る
。

来
年
４
月
か
ら
通
学
の
交
通

手
段
を
検
討
で
き
な
い
か
。

市
長　

平
成
32
年
４
月
か
ら

実
施
す
る
方
向
で
調
整
が
進

ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

竹
原
　
専
決
の
「（
ガ
ー
ド

レ
ー
ル
塗
装
で
）
塗
料
が
車

両
に
飛
散
し
損
害
賠
償
」
に

つ
い
て
状
況
説
明
を
求
め
る
。

市
長　

茶
褐
色
塗
装
の
原
状

回
復
作
業
を
職
員
９
名
で

行
っ
た
。
そ
の
作
業
中
に
生

じ
た
。

竹
原
　
あ
そ
こ
は
私
が
一
人

で
さ
び
止
め
塗
り
を
し
た
。

ほ
か
に
は
迷
惑
を
か
け
て
い

な
い
。
君
た
ち
の
仕
事
は
９

答地域の諸関係団体と協議

答原状回復作業中に生じた

問大川中学校閉校後の
利活用は

問専決損害賠償　状況説明を

動画視聴

⬅

動画視聴

⬅

大田　重男　議員

竹原　信一　議員＊

引
き
続
き
、
通
学
支
援
策
の

実
施
時
期
や
方
法
等
は
保
護

者
と
協
議
を
進
め
て
い
く
。

大
田
　
大
川
地
区
で
閉
校
に

向
け
て
、
閉
校
式
・
記
念
式

典
の
実
行
委
員
会
を
立
ち
上

げ
て
い
る
わ
け
だ
が
、
市
と

し
て
の
考
え
は
如
何
か
。

市
長　

市
と
し
て
も
で
き
る

限
り
の
協
力
や
支
援
を
行
う

つ
も
り
で
あ
る
。
今
後
、
具

体
的
な
要
望
等
が
出
さ
れ
た

時
点
で
検
討
し
て
い
き
た
い
。

大
田
　
閉
校
後
の
学
校
跡
地

の
利
活
用
を
示
し
て
ほ
し
い

が
。

市
長　

今
後
、
地
元
の
方
々

と
協
議
し
て
い
き
た
い
。

大
田
　
あ
る
程
度
は
市
と
し

名
、
ペ
ン
キ
散
ら
か
し
て
60

万
ほ
ど
の
損
害
賠
償
。
仕
事

が
ヘ
タ
ク
ソ
す
ぎ
る
。

交
流
セ
ン
タ
ー
維
持
費

竹
原
　
維
持
費
は
毎
年
の
３

千
万
円
だ
け
で
済
む
の
か
。

市
長　

機
器
の
修
繕
、
取
り

替
え
等
の
将
来
的
に
大
き
な

予
算
を
伴
う
改
修
計
画
も
想

定
し
て
い
る
。

竹
原
　
舞
台
装
置
点
検
に
毎

年
３
２
４
万
円
。
音
響
照
明

に
２
０
５
万
円
。
前
の
市
民

会
館
で
は
０
に
近
い
数
字

だ
っ
た
。
設
計
業
者
に
す
れ

ば
こ
ん
な
お
い
し
い
役
所
は

な
い
。
能
力
が
有
る
人
に
任

て
の
方
向
性
も
示
す
べ
き
だ

と
思
う
。
大
川
地
区
を
賑
わ

す
た
め
に
も
、
テ
レ
ワ
ー
ク

施
設
等
を
立
ち
上
げ
る
こ
と

も
必
要
だ
と
思
う
。

通
信
イ
ン
フ
ラ
整
備

大
田
　
市
内
で
光
フ
ァ
イ

バ
ー
の
空
白
地
域
を
教
え
て
。

市
長　

空
白
の
地
域
は
大
川

地
区
と
伺
っ
て
い
る
。

大
田
　
阿
久
根
市
も
移
住
定

住
促
進
事
業
を
行
っ
て
い
る

わ
け
だ
が
、
市
内
全
域
を
網

羅
す
る
必
要
が
あ
る
と
思
う
。

そ
の
他
の
質
問

・
河
川
の
寄
り
洲
の
除
去

せ
な
い
か
ら
こ
ん
な
こ
と
に

な
る
。

中
国
進
出
で
だ
ま
さ
れ
た
が

竹
原
　
中
国
進
出
し
た
多
く

の
企
業
が
だ
ま
さ
れ
た
の
を

知
っ
て
い
る
か
。

市
長　

経
済
・
文
化
・
歴
史

観
等
の
違
い
で
撤
退
さ
れ
た

企
業
も
あ
る
こ
と
は
マ
ス
コ

ミ
の
報
道
等
に
よ
り
把
握
し

て
い
る
。
Ｈ
Ｋ
Ｒ
と
の
相
互

連
携
を
丁
寧
か
つ
着
実
に
進

め
た
い
。

竹
原
　
中
国
の
事
を
知
ら
ず

に
や
る
の
は
マ
ン
ホ
ー
ル
の

蓋
が
開
い
た
道
を
新
聞
読
み

な
が
ら
歩
く
の
と
同
じ
。

現在70年の歴史がある大川中学校

白塗り塗装後

さび止め塗装

阿久根駅裏通り

※同議員は12月16日付けで自動失職しました。
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山
田
　
１
月
29

日
、
県
議
４

人
と
県
北
薩
地
域
振
興
局
出

水
事
務
所
、
市
都
市
建
設
課

が
現
地
調
査
を
し
、
私
が
現

状
を
説
明
し
た
。
振
興
局
の

課
長
は
早
速
取
り
組
む
旨
の

約
束
を
さ
れ
た
が
、
そ
の
後

の
進
捗
状
況
は
。

市
長　

県
と
の
各
種
会
合
の

中
で
市
の
要
望
の
一
つ
と
し

て
意
見
交
換
や
現
地
調
査
を

行
っ
て
い
る
。
今
後
も
県
と

竹
原
　
学
校
の
合
理
的
配
慮

の
対
応
は
。

教
育
長　

障
害
の
あ
る
子
供

が
困
難
さ
を
除
く
た
め
の
個

別
の
調
整
や
変
更
で
あ
り
、

保
護
者
等
と
合
意
形
成
を
図

っ
て
提
供
す
る
こ
と
が
望
ま

し
い
。
学
校
が
他
の
学
校
と

同
じ
対
応
を
し
よ
う
と
す
る

こ
と
は
、
マ
イ
ナ
ス
の
動
き

で
あ
り
、
今
は
そ
の
よ
う
な

時
代
で
は
な
い
。
考
え
方
を

答要望中
事業化に向けて進める

答指導・支援をしている

問梶折鼻公園入り口
県と協議は

問学校の合理的配慮
当市の対応は

動画視聴

⬅

動画視聴

⬅

山田　　勝　議員

竹原　恵美　議員

十
分
連
携
し
、
事
業
化
に
向

け
た
検
討
を
進
め
て
い
く
。

山
田
　
市
長
の
情
報
と
私
の

知
り
得
た
情
報
と
は
か
な
り

の
差
が
あ
る
。
私
も
相
当
な

ア
プ
ロ
ー
チ
を
し
て
い
る
。

先
に
北
薩
地
域
振
興
局
と
都

市
建
設
課
で
現
地
調
査
を
し

た
と
い
う
事
実
を
市
長
も
知
っ

て
い
る
は
ず
だ
が
、
何
で
そ

の
結
果
を
言
わ
な
い
の
か
。

都
市
建
設
課
長　

先
月
19
日

の
現
地
調
査
の
中
で
、
県
と

協
力
し
て
交
差
点
改
良
の
調

査
を
今
後
進
め
て
い
く
こ
と

を
話
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

市
長　

答
弁
が
不
足
し
て
お

り
、申
し
訳
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。

山
田
　
観
光
バ
ス
が
入
れ
る

変
え
る
必
要
が
あ
り
、
学
校

に
指
導
・
支
援
を
し
て
い
る
。

竹
原
　
学
校
で
な
さ
れ
た
合

理
的
配
慮
は
高
校
入
試
の
際

に
も
適
応
さ
れ
て
他
の
児
童

と
平
等
に
受
験
で
き
る
よ
う

に
な
る
。
学
校
で
の
合
理
的

配
慮
を
進
め
て
頂
き
た
い
。

竹
原
　
教
育
支
援
計
画
は
作

ら
れ
て
い
る
か
。

教
育
長　

幼
児
期
か
ら
学
校

卒
業
後
ま
で
一
貫
し
た
支
援

を
行
う
た
め
に
作
成
さ
れ
る

も
の
で
支
援
を
必
要
と
す
る

児
童
・
生
徒
全
て
に
保
護
者

の
参
画
の
も
と
作
成
さ
れ
て

い
る
と
考
え
て
い
る
。

竹
原
　
保
護
者
が
参
画
し
て

作
成
し
、
相
談
時
に
変
更
し

よ
う
に
な
っ
た
ら
北
薩
屈
指

の
観
光
地
に
な
る
。
県
が
予

算
を
つ
け
れ
ば
、
阿
久
根
市

も
つ
け
る
か
。

市
長　

県
の
意
向
が
は
っ
き

り
す
れ
ば
精
一
杯
や
り
た
い
。

乗
合
タ
ク
シ
ー
対
象
地
区
と

そ
の
他
地
区
の
負
担
公
平
に

山
田
　
乗
合
タ
ク
シ
ー
は
２

０
０
円
の
負
担
で
喜
ば
れ
て

い
る
が
、
そ
の
他
の
地
域
と

の
差
が
あ
り
公
平
で
な
い
。

国
の
制
度
あ
り
な
し
に
関
わ

ら
ず
、
利
用
す
る
市
民
は
同

じ
。検
討
を
始
め
て
ほ
し
い
。

市
長　

意
見
を
集
約
し
な
が

ら
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

て
い
く
べ
き
も
の
だ
が
先
生

が
一
人
で
作
成
し
相
談
時
に

も
活
用
さ
れ
て
い
な
い
。
指

導
を
お
願
い
す
る
。

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
活
動
へ
の

使
用
料
減
免
の
あ
り
方

竹
原
　
減
免
に
関
す
る
予

算
・
運
用
は
適
正
か
。

財
政
課
長　

阿
久
根
市
で
は

全
て
の
減
免
を
財
政
課
が
把

握
し
て
い
る
状
況
に
な
い
。

県
で
は
毎
年
全
て
の
使
用

料
の
コ
ス
ト
計
算
を
行
い
、

適
正
で
あ
る
か
査
定
を
行
う
。

市
長　

減
免
の
あ
り
方
は
課

を
ま
た
い
で
協
議
し
、
応
分

の
負
担
を
原
則
に
検
討
す
る
。

梶折鼻公園から望むことができる

日本三大急潮の一つ　黒之瀬戸
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仮
屋
園
　
少
子
高
齢
化
が
進

む
中
、生
活
環
境
が
変
化
し
、

住
民
の
意
見
、
要
望
は
多
様

化
し
て
い
る
。
そ
こ
で
市
民

ま
ち
づ
く
り
百
人
委
員
会
で

の
意
見
は
予
算
や
政
策
に
ど

う
反
映
さ
れ
た
か
。
ま
た
各

集
落
で
の
市
長
と
語
る
会
の

中
で
出
た
提
言
、
要
望
を
今

後
の
市
政
に
ど
う
生
か
す
か
。

市
長　

百
人
委
員
会
は
５
分

科
会
で
市
政
へ
の
提
言
を
ま

答事業費で５億８千万円を計上

問百人委員会
予算に反映したか

動画視聴

⬅ 仮屋園　一徳　議員

と
め
て
い
た
だ
い
た
。
65
項

目
、
事
業
費
と
し
て
約
５
億

８
千
万
円
を
予
算
計
上
し
、

市
政
運
営
に
生
か
し
て
き
た
。

ま
た
、
市
長
と
語
る
会
で
の

意
見
、
要
望
に
つ
い
て
は
規

定
予
算
や
補
正
予
算
で
対
応

し
て
い
る
。
市
民
の
意
見
、

要
望
に
つ
い
て
は
、
内
容
の

整
理
を
行
い
、
で
き
る
、
で

き
な
い
理
由
等
も
丁
寧
に
説

明
し
対
応
し
て
い
く
。

運
動
公
園
へ
の
案
内
板
設
置

仮
屋
園
　
近
年
、
高
速
道
、

紫
尾
ト
ン
ネ
ル
等
の
開
通
に

よ
り
３
号
線
以
外
の
道
か
ら

（
鶴
川
内
方
面
）
の
車
両
が

多
く
、
体
育
館
が
わ
か
り
に

く
い
と
の
声
が
あ
る
。
主
要

な
交
差
点
へ
案
内
板
設
置
は

で
き
な
い
か
。

教
育
長　

問
い
合
わ
せ
等
が

あ
っ
た
場
合
は
一
旦
国
道
３

号
へ
出
る
こ
と
を
勧
め
て
い

る
。
し
か
し
、
こ
の
ル
ー
ト

を
利
用
さ
れ
る
方
が
多
い
こ

と
か
ら
、
近
隣
住
民
の
生
活

環
境
に
も
配
慮
し
、
設
置
す

る
方
向
で
準
備
を
進
め
る
。

そ
の
他
の
質
問

・
脇
本
海
岸
駐
車
場
確
保
を

・
共
同
水
道
管
理
移
管
は

・
入
会
林
野
整
備
調
査
を

・
県
道
脇
本
赤
瀬
川
線
の
改

修
要
望
活
動
は運動公園 どちらに誘導

（オレンジロード

出水方面からの阿久根市入口付近）

主
な
議
会
・
委
員
会
活
動
（
11
月
～
１
月
）

11
月

１
月

12
月

１
日　

議
員
定
数
等
調
査
特

別
委
員
会

９
日　

議
会
運
営
委
員
会

議
員
全
員
協
議
会

本
会
議（
提
案
説
明
）

21

日
〜
22

日
議
員
全
員
協
議
会

本
会
議（
一
般
質
問
）

21

日　

広
報
広
聴
委
員
会

26

日
〜
27

日
総
務
文
教
委
員
会

28

日　

議
員
定
数
等
調
査
特

別
委
員
会

産
業
厚
生
委
員
会

29

日　

議
会
運
営
委
員
会

７
日　

議
会
運
営
委
員
会

９
日　

広
報
広
聴
委
員
会

10

日　

議
会
運
営
委
員
会

17

日　

議
員
全
員
協
議
会

本
会
議
（
臨
時
会
）

18

日　

鹿
児
島
県
市
議
会
議

員
研
修
会

23

日　

産
業
厚
生
委
員
会

議
員
と
語
る
会

25

日　

出
水
地
区
市
町
議
会

議
員
研
修
会

28

日　

議
会
運
営
委
員
会

29

日　

広
報
広
聴
委
員
会

４
日　

議
会
運
営
委
員
会

議
員
全
員
協
議
会

本
会
議
（
表
決
等
）

広
報
広
聴
委
員
会

14

日　

広
報
広
聴
委
員
会

26

日　

議
員
定
数
等
調
査
特

別
委
員
会

広
報
広
聴
委
員
会

二次元コードでのアクセスの仕方

Android

iPhone

それぞれのスマートフォンでアプリを起動し（右写真）、
二次元コードを読み取る（左写真）とインターネットのペー
ジにアクセスできます。

－15－ 阿久根市議会だより　平成31年２月15日発行



議
員
と
語
る
会
は
市
内
12

か
所
、
総
数
１
９
１
名
の

参
加
者
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
昨
年
よ
り
25
名
の
参
加

者
増
、
特
に
女
性
の
参
加
が

昨
年
よ
り
大
幅
増
の
24
名
あ

り
、
教
育
・
福
祉
問
題
な
ど

女
性
の
視
点
を
行
政
に
届
け

て
参
り
ま
す
。

◎
10

月
21

日

・
阿
久
根
北　

９
名

（
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
新
町
）

◎
10

月
22

日

・
折
多　

29
名　（折

多
小
学
校
）

・
隼
人　

10
名　

 

（
小
漉
公
民
館
）

・
田
代　

９
名

（
山
村
開
発
セ
ン
タ
ー
）

◎
10

月
23

日

・
山
下　

17
名（新

城
公
民
館
）

・
尾
崎
、
弓
木
野　

17
名

（
尾
崎
公
民
館
）

・
脇
本　

19
名

（
脇
本
地
区
公
民
館
）

◎
10

月
24

日

・
西
目　

13
名

（
高
之
口
公
民
館
）

・
鶴
川
内　

12
名

（
鶴
川
内
地
区
集
会
施
設
）

・
大
川　

18
名（大

川
小
学
校
）

◎
10

月
26

日

・
阿
久
根
南　

22
名

（
大
丸
公
民
館
）

・
赤
瀬
川　

16
名

（
農
村
改
善
セ
ン
タ
ー
）

主
な
質
疑
へ
の
市
か
ら
の

回
答
は
次
の
と
お
り
で
す
。

旧
国
民
宿
舎
ほ
か

公
共
施
設

問
　
旧
国
民
宿
舎
の
整
備

は
。

答　
平
成
29
年
９
月
か
ら
30

年
１
月
ま
で
事
業
者
の
募
集

を
行
っ
た
が
、
事
業
者
選
定

に
至
ら
な
か
っ
た
こ
と
か

ら
、
今
後
民
間
事
業
者
と
観

光
開
発
の
可
能
性
を
検
討
、

調
査
し
て
い
く
。（
財
政
課
）

問
　
阿
久
根
高
校
跡
地
は
ど

う
い
う
状
況
か
。

答　
旧
国
民
宿
舎
跡
地
活
用

の
内
容
と
競
合
せ
ず
、
相
乗

的
な
効
果
に
な
る
よ
う
な
事

業
を
策
定
し
て
い
く
予
定

だ
っ
た
が
、
国
民
宿
舎
跡
地

事
業
者
が
選
定
で
き
な
か
っ

た
こ
と
か
ら
、
具
体
的
な
検

討
が
進
ん
で
い
な
い
。現
在
、

建
物
の
現
状
や
利
活
用
に
耐

え
得
る
か
、
一
定
の
利
活
用

を
想
定
し
た
改
修
事
業
費
の

概
算
等
の
調
査
に
今
年
度
中

に
取
り
組
む
。

（
財
政
課
）

問
　
図
書
館
建
設
が
後
回
し

に
さ
れ
て
い
る
と
感
じ
る
。

雨
漏
り
も
あ
る
よ
う
で
、
建

設
を
進
め
て
欲
し
い
。

答　
実
施
設
計
ま
で
策
定
済

で
あ
り
、
建
設
に
要
す
る
財

源
等
含
め
て
検
討
し
た
い
。

（
生
涯
学
習
課
）

問
　
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
に

愛
称
の
必
要
性
あ
っ
た
の

か
。
な
ぜ
市
外
の
応
募
者
に

決
定
し
た
の
か
。

答　
市
内
外
の
多
く
に
長
く

親
し
ま
れ
る
こ
と
を
目
的
に

愛
称
を
付
け
た
。
市
民
に
よ

る
投
票
で
決
定
し
た
。

（
生
涯
学
習
課
）

空
き
家
等
対
策

問
　
空
き
家
バ
ン
ク
は
ど
う

な
っ
て
い
る
か
。

答　
宅
建
・
不
動
産
事
業
者

と
協
定
締
結
し
、
11
月
か
ら

空
き
家
バ
ン
ク
制
度
を
開

始
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
情

報
提
供
を
行
う
。
利
用
希
望

者
が
あ
っ
た
場
合
、
事
業
者

の
仲
介
協
力
を
得
て
有
効
活

用
を
図
っ
て
い
く
。

（
企
画
調
整
課
）

今回は女性の参加者も多く見られました

今年度中に調査に取り組む阿久根高校跡地

12地域でも活発に
各地域では10月に12か所で開催。女性の参加者も多く、教育などで幅広い意見が出されました。

議員と 語る会
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「
若
者
が
、
阿
久
根
に
住

み
、
働
き
、
家
庭
を
持
ち
、

子
育
て
す
る
た
め
に
何
が
必

要
か
。」
を
メ
イ
ン
テ
ー
マ

に
、
若
手
、
高
校
生
、
女
性

の
団
体
等
か
ら
約
40
名
と
議

員
と
の
語
る
会
が
１
月
に
開

催
さ
れ
、
グ
ル
ー
プ
に
分
か

れ
た
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
形
式

で
以
下
の
と
お
り
活
発
な
意

見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。
主
な

意
見
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

参
加
団
体
は
、
北
さ
つ
ま

漁
協
青
壮
年
部
、
農
業
青
年

ク
ラ
ブ
Ａ
Ｇ
Ｒ
Ｉ
Ｓ
、
商
工

会
議
所
青
年
部
、
青
年
会
議

所
、
観
光
連
盟
、
Ｔ
ｅ
ａ
ｍ

華
女
、
鶴
翔
高
校
。

あ
な
た
に
と
っ
て

問
①
　
一
番
生
き
が
い
を
感

じ
る
時
は

・
子
育
て
、
家
族
の
幸
せ

・
仕
事
の
成
功
、
大
漁
豊
作

・
試
験
、
部
活
で
目
標
達
成

・
美
味
し
い
も
の
を
食
べ
る

問
②
　
一
番
困
っ
て
い
る
こ

と
は

・
人
手
不
足

・
交
通
手
段

・
所
得
、
こ
ず
か
い

・
売
上
減
、
伸
び
悩
み

若手・女性グループが
農業、漁業、観光・商工業者の現役若手世代、女性の街づくり団体、高校生が議員と議論を繰り広げました。

議員と 語る会

阿
久
根
に
と
っ
て

問
③
　
強
み
は

・
自
然
の
景
観
、
海
、
山
、

田
畑
の
食
資
源

・
地
域
の
結
び
つ
き
、
伝
統

文
化
、
歴
史

問
④
　
弱
み
は

・
後
継
者
不
足
、
人
口
減
少

・
交
通
イ
ン
フ
ラ

・
情
報
発
信
力
不
足

・
一
体
感
の
欠
如

問
⑤
　
将
来
の
チ
ャ
ン
ス
は

・
西
回
り
道
開
通

・
観
光
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド

・
６
次
産
業
化
推
進
と
そ
の

た
め
の
高
等
教
育

・
あ
く
ね
ブ
ラ
ン
ド
の
確
立

問
⑥
　
将
来
の
危
機
は

・
少
子
高
齢
化
に
拍
車

・
西
回
り
道
で
空
洞
化

・
漁
獲
、
収
穫
高
の
低
迷

・
廃
校

メ
イ
ン
テ
ー
マ
解
決
の
方
策

・
人
手
不
足
解
消
に
人
材
バ

ン
ク
制
度（
農
閑
期
に
漁
業
、

休
漁
時
に
農
業
手
伝
い
等
）

・
農
業
漁
業
の
コ
ラ
ボ

・
女
性
の
人
材
育
成
、
活
用

・
Ｕ
Ｉ
タ
ー
ン
促
進
策
を

・
若
者
の
挑
戦
支
援

・
食
と
自
然
の
観
光
資
源
を

積
極
活
用

・
個
別
指
導
で
子
供
の
学
力

向
上
を

・
施
設
や
農
地
の
集
約
を

若手・女性、高校生が積極的に

議員とのグループワークショップ

害
獣
駆
除

問
　
イ
ノ
シ
シ
駆
除
を
。

答　
電
気
柵
、
侵
入
防
止
柵

の
設
置
に
補
助
事
業
が
あ
る
。

相
談
頂
き
た
い
。（
農
政
課
）

答　
被
害
を
連
絡
頂
け
れ
ば
、

被
害
個
所
の
確
認
後
、
阿
久

根
市
、
脇
本
の
各
有
害
鳥
獣

捕
獲
協
会
に
指
示
し
、
捕
獲

を
行
う
。（
水
産
林
務
課
）

教
育

問
　
学
校
の
統
廃
合
を
市
は

検
討
し
て
い
る
か
。

答　
教
育
委
員
会
で
学
校
規

模
適
正
化
協
議
会
を
組
織

し
、
統
廃
合
を
含
め
た
学
校

の
在
り
方
に
つ
い
て
検
討
し

て
い
る
。
協
議
会
だ
け
で
な

く
、
小
規
模
校
を
中
心
と
す

る
保
護
者
や
地
域
と
の
意
見

交
換
も
行
っ
て
い
る
。
今
後

議
論
を
重
ね
な
が
ら
、
学
校

規
模
の
適
正
化
に
向
け
た
方

針
を
と
り
ま
と
め
た
い
。

（
教
育
総
務
課
）

問
　
大
川
中
学
校
閉
校
後
の

活
用
方
法
を
今
か
ら
考
え
て
。

答　
市
が
中
心
と
な
り
、
地

元
の
方
々
と
協
議
し
な
が

ら
、活
用
策
を
検
討
し
た
い
。

（
教
育
総
務
課
）

福
祉

問
　
市
内
に
障
が
い
者
が

シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
で
き
る
施

設
が
少
な
い
。
近
隣
市
町
含

め
ど
の
程
度
の
受
け
入
れ
枠

が
あ
る
か
。

答　
阿
久
根
市
と
出
水
市
に

そ
れ
ぞ
れ
２
か
所
、
20
床
程

度
で
あ
る
。
日
に
よ
っ
て
利

用
者
数
に
変
動
あ
る
た
め
、

満
床
の
場
合
は
他
施
設
へ
の

案
内
を
行
っ
て
い
る
。

（
福
祉
課
）

環
境

問
　
新
た
に
完
成
す
る
ご
み

焼
却
施
設
の
状
況
は
。

答　
全
体
面
積
10
・
５
ha
、

事
業
費
96
億
円
で
、
２
０
２

０
年
度
末
に
完
成
予
定
。（
市

民
環
境
課
）

防
犯

問
　
防
犯
灯
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
の
補

助
は
増
額
で
き
な
い
か
。

答　
防
犯
組
合
連
絡
協
議
会

が
同
事
業
を
行
っ
て
い
る

が
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
の
要
望
が
増

え
て
お
り
、
要
望
額
が
予
算

を
超
え
る
状
況
に
あ
り
、
ど

の
よ
う
な
対
策
を
行
う
べ
き

か
、市
と
し
て
も
検
討
す
る
。

（
総
務
課
）
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京
田
　
道
弘

き
ょ
う
だ
　

み
ち
ひ
ろ
　

74

歳

農
業
委
員
、
Ｊ
Ａ
役
員
を

経
て
議
員
へ
。
４
期
15

年
の

議
員
活
動
、
議
長
を
最
後
に

勇
退
。脇
本
瀬
之
浦
に
夫
人
、

同
敷
地
内
の
長
男
夫
婦
・
孫

３
人
の
３
世
代
で
暮
ら
す
。

目
下
の
楽
し
み
は
孫
の
成
長
。

市
議
会
の
内
容
を
市
民
に
伝
え
る
、
市
議
会
報
は
昭
和
44
年
１
月
に
発

刊
さ
れ
、
50
年
目
を
迎
え
る
節
目
の
今
回
２
０
０
号
の
発
行
に
た
ど
り
つ

き
ま
し
た
。

現
在
、
６
名
の
議
員
（
１
名
欠
員
）
か
ら
な
る
広
報
広
聴
委
員
会
（
委

員
長　

白
石
純
一
議
員
）
が
編
集
作
業
に
当
た
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら

も
市
民
の
皆
様
に
わ
か
り
や
す
く
、
興
味
を
持
て
る
内
容
を
心
掛
け
、
発

行
し
て
ま
い
り
ま
す
。

50

周
年
、
２
０
０
号
に

際
し
、
３
名
の
市
民
の
方

に
、
議
会
に
つ
い
て
、
話

を
伺
っ
て
み
ま
し
た
。

議
員
（
議
長
）
経
験
者
、
初

め
て
選
挙
権
を
得
た
18

歳
の

高
校
生
、
現
役
の
働
き
盛
り

世
代
、
そ
れ
ぞ
れ
に
少
し

違
っ
た
角
度
か
ら
と
、
共
通

し
て
、
こ
れ
か
ら
の
議
会

に
期
待
す
る
こ
と
等
を
聞

い
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら

も
多
く
の
市
民
の
声
を
聴

く
議
会
に
努
め
ま
す
。

議
員
時
代
、
最
も
印
象
に

残
っ
て
い
る
こ
と
は

議
長
と
し
て
、
当
時
の
市

長
へ
の
不
信
任
決
議
可
決
が

印
象
深
い
。
当
市
は
か
つ
て

国
立
療
養
所
を
巡
っ
て
議
会

の
リ
コ
ー
ル
も
あ
っ
た
よ
う

に
、
市
政
改
革
の
機
運
高
い

土
壌
な
の
か
。
対
立
の
長
期

化
は
避
け
た
か
っ
た
で
す
。

議
会
だ
よ
り
で
一
番
興
味
を

持
っ
て
読
む
と
こ
ろ
は

傍
聴
に
な
か
な
か
行
け
な

い
の
で
一
般
質
問
、
議
決
表

は
必
ず
目
を
通
し
ま
す
。

写
真
や
イ
ラ
ス
ト
、
大
き

な
見
出
し
は
読
み
や
す
い
。

こ
れ
か
ら
の
議
会
に
求
め
る

こ
と
は

市
の
シ
ン
ク
タ
ン
ク
集
団

と
い
え
る
市
職
員
と
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
密
に

し
、
議
会
の
提
案
機
能
、
市

民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
生
か

す
こ
と
に
も
腐
心
し
て
も
ら

い
た
い
。
市
長
・
副
市
長
・

教
育
長
の
３
役
と
、
職
員
、

議
会
の
三
位
一
体
で
頑
張
っ

て
欲
し
い
。
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18

歳
で
選
挙
権
を
得
て
ど
う

だ
っ
た

大
人
に
近
づ
い
た
の
か
な

と
感
じ
ま
し
た
。
そ
れ
ま
で

は
選
挙
の
こ
と
は
考
え
た
こ

と
な
か
っ
た
か
ら
。
12
月
の

市
長
選
が
初
め
て
の
投
票
で

し
た
が
、
両
親
と
相
談
し
誰

に
投
票
す
る
か
決
め
ま
し
た
。

議
会
だ
よ
り
で
一
番
興
味
を

も
っ
て
読
む
（
こ
れ
か
ら
読

み
た
い
？
）
と
こ
ろ
は

今
ま
で
は
正
直
読
ん
だ
こ

と
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
最

初
の
見
開
き
ペ
ー
ジ
の
よ
う

議
会
は
身
近
？
　

少
し
遠

い
？
　

か
な
り
遠
い
？
存
在

自
分
に
は
少
し
遠
い
存

在
。
知
っ
て
い
る
議
員
も
多

く
、
世
間
話
は
す
る
が
、
市

政
の
話
ま
で
は
し
な
い
。
市

政
の
こ
と
、
ま
ち
の
こ
と
を

話
す
機
会
を
頻
繁
に
作
っ
て

も
ら
え
れ
ば
、
も
っ
と
身
近

に
な
る
か
な
、と
思
い
ま
す
。

議
会
だ
よ
り
で
一
番
興
味
を

持
っ
て
読
む
と
こ
ろ
は

討
論
や
議
決
結
果
表
で
、

ど
の
議
員
が
ど
う
い
う
主
張

を
し
て
、
賛
否
ど
ち
ら
な
の

岩
下
　
千
花

い
わ
し
た
　

ち
か
　
18

歳

東
京
育
ち
で
、
高
校
か
ら

両
親
と
お
母
さ
ん
の
故
郷
、

阿
久
根
の
山
下
へ
。
４
月
か

ら
の
大
学
生
活
は
東
京
で
心

理
学
を
学
ぶ
。
東
京
時
代
の

友
達
と
過
ご
せ
る
の
も
楽
し

み
。
鶴
翔
高
校
３
年
。

洲
﨑
　
篤

す
さ
き
　

あ
つ
し
　
45

歳

高
校
卒
業
し
倉
津
で
父
に

従
い
漁
師
に
。
兄
含
む
３
人

が
乗
り
組
む
智
実
丸
で
、
う

る
め
い
わ
し
、
タ
カ
エ
ビ
、

き
び
な
ご
、ウ
ニ
漁
に
出
る
、

大
学
生
２
人
の
父
親
。
水
産

資
源
の
枯
渇
に
気
を
揉
む
。

に
見
出
し
と
写
真
で
も
内
容

が
伝
わ
る
と
、
読
ん
で
み

よ
う
か
と
も
思
い
ま
す
が
。

文
字
だ
け
の
ペ
ー
ジ
だ
と

ち
ょ
っ
と
・
・
・
笑

こ
れ
か
ら
の
議
会
に
求
め
る

こ
と
は

高
校
生
に
も
市
議
会
が
ど

う
い
う
こ
と
を
し
て
い
る

か
、
も
っ
と
判
り
や
す
い
よ

う
に
伝
え
る
機
会
を
増
や
し

て
も
ら
え
れ
ば
、
距
離
も
縮

ま
る
と
思
い
ま
す
。

か
に
興
味
あ
り
。
一
般
質
問

含
め
、
読
み
だ
し
た
ら
細
部

ま
で
読
む
ほ
う
。
最
近
誌
面

は
読
み
や
す
く
な
っ
た
と
感

じ
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
の
議
会
に
求
め
る

こ
と
は

議
員
の
皆
さ
ん
に
は
、
選

挙
の
時
だ
け
じ
ゃ
な
く
、

も
っ
と
市
民
と
の
接
点
を
増

や
し
て
意
見
を
聞
い
て
欲
し

い
。
そ
し
て
話
だ
け
で
終
わ

り
じ
ゃ
な
く
、
継
続
し
て
実

行
い
た
だ
く
こ
と
を
期
待
し

て
い
ま
す
。
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発
行
／
阿
久
根
市
議
会
　
編
集
／
広
報
広
聴
委
員
会
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
住
所
　阿
久
根
市
鶴
見
町
2
0
0番
地
　
〒
8
9
9－
1
6
9
6

編
集
後
記

天
皇
譲
位
に
よ
り
２
０
１

９
年
５
月
か
ら
新
た
な
元
号

と
な
り
ま
す
が
、
改
元
号
も

気
に
な
る
と
こ
ろ
で
す
。
近

年
の
元
号
は
明
治
、
大
正
、

昭
和
、
平
成
で
あ
り
、
こ
れ

ま
で
２
０
０
以
上
使
わ
れ
て

き
た
元
号
で
昭
和
が
一
番
長

く
64
年
間
、
次
い
で
明
治
の

45
年
で
す
。
平
成
30
年
間
は

災
害
が
多
く
、
７
年
の
阪
神

淡
路
大
震
災
、
23
年
の
東
日

本
大
震
災
、
28
年
の
熊
本
地

震
、
そ
し
て
30
年
の
西
日
本

豪
雨
災
害
と
大
き
な
被
害
が

相
次
い
で
発
生
し
多
く
の
方

が
犠
牲
と
な
ら
れ
ま
し
た
。

新
た
な
元
号
世
代
に
は
、

平
穏
が
永
く
続
く
時
代
の
流

れ
で
あ
っ
て
ほ
し
い
と
願
い

ま
す
。（委

員
　
仮
屋
園
一
徳
）
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濵
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ー
ル
　gikai@

city.akune.kagoshim
a.jp

市議会は、市の予算や施策について話し合い、決定する大切な場
所です。ぜひ傍聴にお越しください。

議会傍聴に来られない方は、市役所ホームページ内、市議会ペー
ジの議会中継、中継録画をご利用下さい。

そ う だ 、 議 会 に 行 こ う ！

議会生中継への二次元
コードはこちら　　→

中継録画への二次元
コードはこちら　→

学校の社会科見学やPTA、各種団体等の研修でも傍聴できます。
会議録は市役所・三笠支所・大川出張所・図書館で閲覧できます。傍聴席は市役所４階になります。

〈応募内容〉
①　Ｑ１、２、３の答え
②　議会だよりへの感想か市政へのご意見・

ご要望
③　住所・氏名・性別・年齢・電話番号

をお書き頂き、右記のいずれかの方法で
応募下さい。

＊ご感想・ご意見・ご要望は誌面でご紹介さ
せていただく場合があります。

〈応募方法〉
・ハガキ：　〒899ー1696

阿久根市鶴見町200番地
阿久根市役所議会事務局宛

・ＦＡＸ：　0996ー72ー2029
・メール：　gikai@city.akune.kagoshima.jp
〈応募資格〉　　　　〈応募締切〉
阿久根市民に　　　平成31年３月31日
限ります。　　　　ハガキは当日消印有効

Ｑ１　阿久根市議会議員の新たな定数15名は、今年（　　）月の市議選から適用されます。
Ｑ２　議員と語る会は、団体と語る会以外に、市内（　　）か所で開催されました。
Ｑ３　「お祭りへの寄付・差入は政治家からの寄付禁止事項である」は、○か×のいずれでしょ

うか。

この議会だよりの内容から出題されるクイズにチャレンジしてみませんか。
解答はこの議会だよりの中にあります。よく読んで、答えを見つけてみて！

正解者の中から５名様に商品券（2,000円）が当たります。

クイズ 議会だよりfrom
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